れは室 中 を 捜して 魚が 居ない というよ うな ものである _ 

芸術と は 何で あるか。 これに ついては 科学の 場合の 

ように 簡単な 定義 を 与える 事 は 困難で ある。 しかし 前 

述の 考え を 対照 させて 次の ごとく 考える事 も 出来る だ 

ろう。 

芸術の 成立す るの は、 云わば 個々 の 能 知者が 所 知者 

の 中に 入り込む 時に 始まる。 あるいは また 所 知者が 能 

知者 を 反映す る 事に よって 可能で ある。 しかし まだ そ 

れ だけで は 美的 芸術の 水平線に 達する 事 は 出来ない。 

能 知者と 所 知者の 結合 を 包括す る 全体が 更に 大きな 普 

遍 的で 絶対的な 能 知 を 反映す る 事に よ つ て 芸術た る 価 



しかし いわゆる 客観的な 物語 や 写生文の 大部分の 主 

資料と なる もの は 人間で ある。 すなわち 個々 の 能 知者 

を 捕えて これ を 所 知者と して 取扱おうと いうので ある _ 

この 点に おいて 人間 以外の もの を 取扱う 場合と は自ず 

から 異なる 取扱い 方の 区別が 生じる。 第一 の 方法で は 

材料に なって いる 人間 —— 無論 それ は 他人と 限った 事 

はない、 自分で もい い —— を その外 部に 現われた 行為 

や 言語の みに よって 叙述して、 その 人間の 能 知者た る 

内部に 立ち入らない。 そういう 意味から 云えば 劇の ご 

とき もこの 類に 入れられない 事 もない。 もう 一 つの 方 

法で は、 材料た る 人間の 心理にまで 立ち入って 叙述す 



らず、 それが 読者に と つ て なんらかの 意味で 新しい も 

ので あり、 また 更に 新しい 問題 を 提供す る もので なけ 

れ ばなら ない。 それ は 必ずしも 科学的な ものでなくて 

もい いので、 宗教 的 道徳的 社会的の もので いいが、 同 

様に 科学的の ものであって もい いので ある。 

ありのままの 事実に よらず、 作者の 想像 を 多く 混入 

し た 写実 派 ある い は 自然 派 の 小説 や 戯曲の、》 J ときもの 

は、 もはや 普通の 意味に おいて 事実の 叙述で ない。 し 

かしそうかと 云って それ はまた 噓 でもない。 ある 真実 

なる ものの 描写で なければ 何の 価値が あるだろう。 こ 

の パラドックス は 実は 问 でもない 事で ある。 ちょうど 



こと は 勿論で、 この種の 作品が その 資料 を 遠い 過去 や 

異郷に 採る のみならず、 その 文体 や 用語に 特別な 選択 

をす る を 便利と する 所以 もまた ， ^ こに 在る ので は ある 

まレカ 

以上 はた だ 典型的な 二、 三種の ものに ついて、 極め 

て 概括 的な 考え方 をして みたに 過ぎない ので、 実際の 

作品に ついて 云えば、 種々 複雑な 問題が 起る の は 当然 

の 事で ある。 従って 前述の 考えに も 幾多の 変更 や 洗煉 

を 加える 必要の 起る 事 も 勿論で ある。 ただこう いう 立 

場から もう 少し 深く 考えて みる 事 も 全く 無用の 業で は 

あるまい と 思って いる。 更に 進んで 文学 以外の 芸術に 



も 同様な 考え を 拡げて 行く の も 面白いだ ろうと 思 つ て 

いる。 

(大正 十 年 一 月 『電気と 文芸』) 
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